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マレーシア・ムルボック湿地保護林における「ユアサ商事の森プロジェクト」開始のお知らせ 

～地域住民参加によるマングローブ林再生を通じた環境保全活動～ 

 

 

ユアサ商事株式会社（本社 東京都千代田区 社長 田村博之）は、公益社団法人日本マレーシア協会（東京都千代田区 

理事長 小川孝一）と協働でマレーシア国クダ州ムルボック湿地保護林において、マングローブ林再生を通じた環境保全活

動「ユアサ商事の森プロジェクト」を開始いたしますのでお知らせいたします。 

 

１． 目的と背景 

当社グループは１９７０年代初頭より木材の輸入事業を通じマレーシア国との取引を本格的に開始し、１９９５年

には駐在員事務所を設立、１９９７年には現地法人を設立し、現在は３社の現地法人を通じ工作機械や建設機械など

の生産財の販売事業とメンテナンス事業を展開するなど、同国の発展とともに業容を拡大してまいりました。 

約５０年に亘る取引関係があり、弊社との関係が深い同国の熱帯雨林の再生・保護と、弊社グループが目指すＥＳ

Ｇ経営＆ＳＤＧｓの実現（気候変動への対策《森林や生物多様性の維持》）に向け具体的に行動するため、マングロ

ーブの植樹活動をメインとする環境保全活動を開始いたします。 

 

２． 実施場所 

マレーシア国クダ州クアラ・ムダ管区スンガイ・プタニ地区（ムルボック湿地保護林内森林劣化地域 約２００ha） 

 

３． 実施期間 

２０２０年４月１日～２０３０年３月３１日（１０年間） 

 

４． 実施内容 

①育苗・植林活動 

地域の人々と協働し、年間５千本の育苗・植林活動を実施 

②環境教育プログラムの実施 

マレーシア理科大学専門家と協働し、地域の小中高校や学習補助施設における環境教育プログラムを実施 

③植樹イベントの実施 

当社グループ社員、地域の大学生、小中高生、村人などが参加する植樹イベントを実施 

④地域社会との会合実施 

本活動の目的や成果を地域社会と共有するための会合を実施 

⑤生活向上プログラムの実施 

地域村落の生活向上のため漁業設備の補修支援や、果樹など有用樹種の植林を実施 

マレーシア
クダ州

 
伐採によって劣化したマングローブ林の再生に取組みます。 

 
《本件に関するお問合せ先》 

ユアサ商事株式会社 総合企画部  TEL:０３-６３６９-１１３３  E-mail:souki@yuasa.co.jp 
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